
(57)【要約】
本発明は、患者身体内のターゲット部位の領域における環境状態を検出でき、かつ器具の
先端の医療装置が所望される最小限侵襲性の医療処置を遂行するために作動するか、また
は遂行を阻止するかを自発的に決定する、高性能最小限侵襲性装置を提供する。この装置
はルーメンの先端に装着できる医療装置、前記医療装置に隣接する環境状態を検出できる
少なくとも一つの環境状態感知器、および環境状態感知器からの信号に応答する少なくと
も一つの医療装置アクチュエータを含み、前記医療装置による所望医療処置を遂行させる
かまたは前記医療装置アクチュエータの作動を阻止させる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 最 小 限 侵 襲 性 の 医 療 処 置 時 に 医 療 装 置 を 自 発 的 に 作 動 さ せ る 装 置 で あ っ て 、
　 医 療 装 置 に 隣 接 す る 環 境 状 態 を 検 出 す る た め に 前 記 医 療 装 置 に よ り 担 持 さ れ た 少 な く と
も 一 つ の 環 境 状 態 感 知 器 、 お よ び
　 少 な く と も 一 つ の 環 境 状 態 感 知 器 か ら 少 な く と も 一 つ の 信 号 に 応 答 し て 制 御 さ れ る 医 療
装 置 に よ り 担 持 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ を 含 む 、 自 発 的 作 動 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 一 の 所 定 環 境 状 態 が 複 数 の 環 境 状 態 感 知 器 の 少 な く と も 一 つ に よ り 検 出 さ れ る と き に
、 複 数 の 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ の 少 な く と も 一 つ が 作 動 す る 、 請 求 項 １ の 自 発 的 作 動 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 二 の 所 定 環 境 状 態 が 複 数 の 環 境 状 態 感 知 器 の 他 の 少 な く と も 一 つ に よ り 検 出 さ れ る と
き に 、 複 数 の 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ の 他 の 少 な く と も 一 つ が 作 動 を 阻 止 す る 、 請 求 項 １
の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 医 療 装 置 は 注 入 カ テ ー テ ル ま た は 注 射 カ テ ー テ ル で あ る 、 請 求 項 １ の 自 発 的 作 動 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ は 弁 ま た は 針 配 置 装 置 で あ る 、 請 求 項 １ の 自 発 的 作 動 装 置
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 医 療 装 置 は バ ル ー ン カ テ ー テ ル で あ る 、 請 求 項 １ の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ は 前 記 バ ル ー ン カ テ ー テ ル を 膨 張 さ せ る こ と が で き る 、 請
求 項 ６ の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 環 境 状 態 感 知 器 の 少 な く と も 一 つ は 機 械 的 セ ン サ で あ る 、 請 求 項 １ の 自 発 的 作 動 装
置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 少 な く と も 一 つ の 機 械 的 セ ン サ は 圧 力 セ ン サ で あ る 、 請 求 項 ８ の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 少 な く と も 一 つ の 機 械 的 セ ン サ は 差 圧 セ ン サ で あ る 、 請 求 項 ８ の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 少 な く と も 一 つ の 機 械 的 セ ン サ は 圧 力 感 知 弁 で あ る 、 請 求 項 ８ の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 少 な く と も 一 つ の 機 械 的 セ ン サ は 圧 電 セ ン サ に セ ン サ 端 で 連 結 さ れ た プ ロ ー ブ を 含 む 接
触 セ ン サ で あ る 、 請 求 項 ８ の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 少 な く と も 一 つ の 環 境 状 態 感 知 器 は 生 物 学 的 セ ン サ で あ る 、 請 求 項 １ の 自 発 的 作 動 装 置
。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 少 な く と も 一 つ の 生 物 学 的 セ ン サ は 生 化 学 セ ン サ で あ る 、 請 求 項 １ ３ の 自 発 的 作 動 装 置
。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 少 な く と も 一 つ の 生 化 学 セ ン サ は 窒 素 酸 化 物 を 感 知 す る 、 請 求 項 １ ３ の 自 発 的 作 動 装 置
。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 少 な く と も 一 つ の 生 化 学 セ ン サ は ｐ Ｈ を 感 知 す る 、 請 求 項 １ ３ の 自 発 的 作 動 装 置 。
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【 請 求 項 １ ７ 】
　 少 な く と も 一 つ の 生 化 学 セ ン サ は 酸 素 セ ン サ で あ る 、 請 求 項 １ ３ の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 少 な く と も 一 つ の 生 物 学 的 セ ン サ は リ セ プ タ リ ガ ン ド で コ ー ト さ れ て い る 、 請 求 項 １ ３
の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 リ セ プ タ リ ガ ン ド は 内 皮 細 胞 性 イ ン テ グ リ ン で あ る 、 請 求 項 １ ８ の 自 発 的 作 動 装 置
。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 リ セ プ タ リ ガ ン ド は 血 管 細 胞 性 イ ン テ グ リ ン で あ る 、 請 求 項 １ ８ の 自 発 的 作 動 装 置
。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 リ セ プ タ リ ガ ン ド は モ ノ ク ロ ー ン 抗 体 で あ る 、 請 求 項 １ ８ の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 環 境 状 態 感 知 器 の 少 な く と も 一 つ は 熱 セ ン サ で あ る 、 請 求 項 １ の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 環 境 状 態 感 知 器 の 少 な く と も 一 つ は 磁 気 セ ン サ で あ る 、 請 求 項 １ の 自 発 的 作 動 装 置
。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 環 境 状 態 感 知 器 の 少 な く と も 一 つ は 静 電 気 セ ン サ で あ る 、 請 求 項 １ の 自 発 的 作 動 装
置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 医 療 装 置 は 最 小 限 侵 襲 性 の 医 療 処 置 時 に 内 視 鏡 の 先 端 に 固 定 さ れ て い る 、 請 求 項 １
の 自 発 的 作 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 患 者 身 体 内 で の 最 小 限 侵 襲 性 の 装 置 の 作 動 環 境 感 知 お よ び 作 動 制 御 に 関 す る 。
更 に 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 患 者 身 体 内 の 最 小 限 侵 襲 性 装 置 の 周 辺 に お け る 局 所 状 態 の 高 機
能 感 知 、 お よ び 最 小 限 侵 襲 性 の 処 置 時 に 治 療 薬 等 の 物 質 の 高 精 度 配 置 (deployment)ま た は
バ ル ー ン カ テ ー テ ル も し く は 生 検 鉗 子 等 の 治 療 装 置 の 作 動 を 可 能 に す る た め に 最 小 限 侵 襲
性 装 置 に 装 着 す る 弁 ま た は 針 等 の 装 置 の 作 動 制 御 の た め の 装 置 お よ び 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 非 侵 襲 性 画 像 法 に よ る 生 物 学 的 プ ロ セ ス の 追 跡 に 有 用 な 材 料 等 の 医 薬 ま た は 他 の 物 質 の
身 体 内 配 置 は 、 し ば し ば 反 復 さ れ か つ 有 利 処 置 が 近 代 医 学 の 実 行 時 に 施 行 さ れ る 。 か か る
物 質 は 内 視 鏡 お よ び 血 管 カ テ ー テ ル 導 入 等 の 非 侵 襲 性 処 置 、 更 に 患 者 の 身 体 へ の 大 き い 切
開 を 必 要 と す る 侵 襲 性 処 置 の い ず れ の 場 合 に も 配 置 さ れ て よ い 。 非 侵 襲 性 お よ び 小 侵 襲 性
処 置 は 、 概 ね 、 タ ー ゲ ッ ト 領 域 が 身 体 ル ー メ ン か ら 接 近 で き る と き に 使 用 さ れ 、 他 方 、 大
侵 襲 性 処 置 は タ ー ゲ ッ ト 領 域 が 身 体 内 深 く に 位 置 す る ま た は 身 体 ル ー メ ン へ 容 易 に 接 近 で
き な い と き に 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 過 去 に 、 心 内 膜 注 射 ま た は 注 入 、 血 管 形 成 、 ま た は 組 織 も し く は 流 体 の 生 検 等 の 処 置 の
施 行 時 に 、 最 小 限 侵 襲 性 の 医 療 器 具 は 最 初 に 医 師 に よ り 処 置 を 施 す べ き 患 者 身 体 内 部 位 へ
、 例 え ば そ の 医 療 器 具 の ル ー メ ン の 端 に 設 置 さ れ た 光 学 装 置 ま た は 非 侵 襲 性 画 像 形 成 法 （
例 え ば エ ッ ク ス 線 画 像 形 成 ） に よ る 画 像 を 使 用 し て 、 操 縦 さ れ る 。 所 望 部 位 に 一 旦 設 置 さ
れ る と 、 医 療 器 具 の 先 端 の 装 置 は 処 置 （ 例 え ば 注 射 ま た は 注 入 、 バ ル ー ン 膨 張 、 サ ン プ ル
採 取 ） を 施 行 す る た め に 医 師 に よ っ て 操 作 さ れ る 。 理 想 的 に は 、 医 療 装 置 は 図 １ に 示 さ れ
た よ う に 所 望 タ ー ゲ ッ ト で 精 確 に 作 動 す る 。 図 １ は ル ー メ ン ２ に 装 着 さ れ た 従 来 注 入 装 置
１ が 治 療 物 質 ４ を タ ー ゲ ッ ト 細 胞 へ 直 接 注 入 す る よ う に 血 管 ３ 内 に 理 想 的 に 位 置 決 め さ れ
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る 理 想 的 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 実 際 使 用 に お い て 、 患 者 身 体 内 の 所 望 位 置 へ の 医 療 器 具 の 先 端 の 設 置 は 、 身 体
内 に お け る 器 具 先 端 の 設 置 に つ い て 注 意 深 い 時 間 を 消 耗 す る モ ニ タ リ ン グ を 必 要 と す る 。
し か し 、 か か る 注 意 を 払 っ て も 、 利 用 可 能 画 像 の 質 の 限 界 、 お よ び 周 囲 組 織 ま た は 流 体 に
よ る 視 界 の 遮 断 は 器 具 の 設 置 の 精 度 を 低 下 さ せ る 。 か か る 困 難 性 は 結 果 と し て 最 適 注 射 、
注 入 、 膨 張 ま た は サ ン プ ル 採 取 を 妨 害 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 適 正 に 位 置 決 め さ れ て も 、 医 療 器 具 は 医 療 処 置 の 施 行 が 望 ま し く な い 領 域 、 例 え
ば 血 管 内 側 の 非 対 称 血 小 板 沈 着 が 注 入 配 送 ま た は 血 管 形 成 を 無 効 ま た は 潜 在 的 に 危 険 に す
る よ う な に 領 域 に 整 列 す る こ と に な る 。 か か る 状 況 例 は 図 ２ に 示 さ れ て い る 。 図 ２ は 、 医
療 装 置 が 不 均 一 状 態 に 遭 遇 す る 場 所 で 血 管 ７ 内 に 位 置 決 め さ れ た 、 ル ー メ ン ６ に 装 着 さ れ
た 従 来 周 知 型 の 血 管 形 成 バ ル ー ン ５ の 側 面 図 で あ る 。 血 管 の 一 側 ８ で 、 バ ル ー ン ５ に よ り
配 送 さ れ る 治 療 物 質 の タ ー ゲ ッ ト 、 内 皮 細 胞 は 血 管 壁 を 覆 い 、 バ ル ー ン ５ と 接 触 し 、 か つ
治 療 物 質 の 所 望 注 入 が 続 行 す る 。 し か し 、 血 管 ７ の 他 側 ９ に は 共 通 の 偏 心 （ eccentric)傷
害 １ ０ が 付 け ら れ 、 こ こ で は 血 管 に 付 け ら れ か つ バ ル ー ン ５ と 接 触 し て い る 。 傷 害 １ ０ の
存 在 に よ り 、 治 療 物 質 は 血 管 ７ の 壁 に 到 達 で き ず 、 こ の 最 小 限 侵 襲 性 外 科 処 置 は 傷 害 の 領
域 で 無 効 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 最 小 限 侵 襲 性 外 科 処 置 時 の 手 動 設 置 お よ び 医 療 装 置 の 作 動 に 関 す る 従 来 技 術 の 問 題 に 鑑
み 、 患 者 の 身 体 内 の タ ー ゲ ッ ト 場 所 で 最 小 限 侵 襲 性 医 療 装 置 の 高 性 能 、 高 精 度 作 動 を 達 成
す る 装 置 お よ び 方 法 に 対 す る ニ ー ズ が 存 在 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 発 明 の 概 要
　 本 発 明 は 、 最 小 限 侵 襲 性 の カ テ ー テ ル お よ び 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 上 述 の 問 題 を 解 決
す る こ と を 志 向 す る 。 本 発 明 の 一 形 態 に お い て 、 患 者 身 体 内 の タ ー ゲ ッ ト 部 位 の 領 域 に お
け る 環 境 状 態 を 検 出 で き 、 か つ 器 具 の 先 端 の 医 療 装 置 が 所 望 医 療 処 置 を 遂 行 す る た め に 作
動 し ま た は 遂 行 を 阻 止 す る か を 自 主 的 に 決 定 す る 、 所 謂 『 高 性 能 （ smart)』 最 小 限 侵 襲 性
装 置 を 提 供 す る 。 こ の 装 置 は ル ー メ ン の 先 端 に 装 着 で き る 医 療 装 置 、 前 記 医 療 装 置 に 隣 接
す る 環 境 状 態 を 検 出 で き る 少 な く と も 一 つ の 環 境 状 態 感 知 器 、 お よ び 環 境 状 態 感 知 器 か ら
の 信 号 に 応 答 す る 少 な く と も 一 つ の 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ を 含 み 、 前 記 医 療 装 置 に よ る
所 望 医 療 処 置 を 遂 行 さ せ る か ま た は 前 記 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 を 阻 止 さ せ る 。 本
発 明 に よ る 装 置 は 、 前 記 医 療 装 置 が タ ー ゲ ッ ト 部 位 の 領 域 へ 操 縦 さ れ る ま で 、 例 え ば 医 療
装 置 ア ク チ ュ エ ー タ へ の 電 気 信 号 を 覆 う ま た は 妨 害 す る 格 納 式 装 置 を 使 用 す る こ と に よ り
、 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ の 感 知 か つ ／ ま た は 作 動 を 阻 止 す る た め に 装 備 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に お け る 医 療 装 置 お よ び 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ の 実 施 形 態 は 、 最 小 限 医 療 処 置
を 遂 行 す る た め に 種 々 の 装 置 を 含 む 。 例 え ば 、 ポ ー ト も し く は 弁 を 開 放 す る こ と に よ っ て
、 ま た は タ ー ゲ ッ ト 領 域 へ 針 を 伸 張 し 物 質 を タ ー ゲ ッ ト 領 域 へ 注 入 ま た は 注 射 す る こ と に
よ っ て 、 装 置 の ハ ウ ジ ン グ か ら 治 療 剤 ま た は 他 の 物 質 を 分 配 す る 装 置 お よ び ア ク チ ュ エ ー
タ 、 血 管 形 成 時 に ま た は ス テ ン ト 配 置 処 置 時 の ご と く バ ル ー ン を 膨 張 さ せ る 装 置 お よ び ア
ク チ ュ エ ー タ 、 生 検 組 織 ま た は 流 体 サ ン プ ル を 採 取 す る 装 置 お よ び ア ク チ ュ エ ー タ を 含 む
。 こ れ ら の 装 置 お よ び ア ク チ ュ エ ー タ は カ テ ー テ ル お よ び 内 視 鏡 を 含 む 種 々 の 最 小 限 侵 襲
性 ル ー メ ン へ の 使 用 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 使 用 で き る 感 知 器 は 、 生 物 学 的 セ ン サ 、 電 気 的 セ ン サ 、 圧 電 セ ン サ
、 磁 気 セ ン サ 、 お よ び 熱 セ ン サ 、 な ら び に そ れ ら を 組 み 合 わ せ た セ ン サ を 含 む 、 遂 行 す べ
き 最 小 限 侵 襲 性 医 療 処 置 の 性 質 に 適 し た 種 々 の 技 術 を 含 ん で よ い 。 こ れ ら の セ ン サ お よ び
機 械 的 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 タ ー ゲ ッ ト 環 境 に 対 す る 充 分 な 精 確 性 と 感 知 性 を も っ て ル
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ー メ ン に 取 り 付 け た 医 療 装 置 へ 容 易 に 合 体 さ せ る た め に マ イ ク ロ 電 子 機 械 シ ス テ ム 技 術 を
利 用 し て よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 更 に 、 所 望 場 所 で 最 小 限 侵 襲 性 医 療 処 置 を 確 実 に 遂 行 す る た め に 前 記 装 置 を
利 用 す る 方 法 を 含 む 。 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 ル ー メ ン の 先 端 に 装 着 さ れ た 最 小 限 侵 襲 性 医
療 装 置 を 含 む 本 発 明 に よ る 装 置 を 挿 入 し 、 最 小 限 侵 襲 性 外 科 処 置 分 野 で 実 務 家 に 周 知 の 方
法 を 使 用 し て タ ー ゲ ッ ト 領 域 へ 医 療 装 置 を 操 縦 し 、 か つ タ ー ゲ ッ ト 領 域 へ 医 療 装 置 を 移 動
さ せ て 、 医 療 装 置 上 の セ ン サ に よ り 、 所 望 最 小 限 侵 襲 性 処 置 を 遂 行 さ せ る 医 療 装 置 上 の ア
ク チ ュ エ ー タ の 作 動 の た め に 適 宜 場 所 を 精 確 に 確 認 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 治 療 剤 の 局 所 的 か つ 高 制 御 配 送 、 ま た は バ ル ー ン カ テ ー テ ル お よ び 生 検 鉗 子 等
の 医 療 装 置 の 患 者 内 タ ー ゲ ッ ト 部 位 で の 高 精 度 作 動 を 可 能 に す る 。 本 発 明 は 更 に 治 療 剤 の
タ ー ゲ ッ ト 組 織 ま た は 器 官 へ の 高 濃 度 の 配 送 を 可 能 に す る 利 点 を 提 供 し 、 か つ そ の よ う に
し て 脆 弱 周 囲 組 織 の 摂 動 を 最 小 限 限 に す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 広 範 囲 の 最 小 限 限 侵 襲 性 の 医 療 装 置 お よ び 処 置 に 適 用 で き る 。 本 発 明 の 第 一
形 態 は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る 。 図 ３ は 、 ル ー メ ン １ ２ に 装 着 さ れ た 注 入 カ テ ー テ ル １ １ を
示 し 、 注 入 カ テ ー テ ル は 、 複 数 の セ ン サ １ ４ お よ び 複 数 の 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ を
外 周 面 １ ３ 上 に 装 備 す る 。 外 周 面 １ ３ ま わ り へ の 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ の 配 分 を 示
す 端 面 図 は 図 ４ に 示 さ れ て い る 。 図 ３ お よ び ４ に 示 さ れ た セ ン サ お よ び 医 療 装 置 ア ク チ ュ
エ ー タ の 場 所 は 、 外 周 面 １ ３ の ま わ り で の こ れ ら 構 成 要 素 の 分 布 の 概 略 的 図 示 に す ぎ ず 、
こ れ ら の セ ン サ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ は 共 に 最 小 限 侵 襲 性 医 療 処 置 の 効 率 的 遂 行 の 必 要 性
に 応 じ て 外 周 面 に 配 分 さ れ て よ い 。 更 に 、 セ ン サ お よ び 他 の 構 成 要 素 が 同 一 場 所 に 設 置 さ
れ 、 ま た は 後 述 の 第 二 形 態 に 示 さ れ た よ う に セ ン サ と ア ク チ ュ エ ー タ の 単 一 ユ ニ ッ ト に 結
合 さ れ て よ い 。 見 通 し と し て 、 こ の 形 態 の セ ン サ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ は マ イ ク ロ 機 械 装
置 で あ り 、 マ イ ク ロ メ ー タ か ら ナ ノ メ ー タ の 単 位 の ス ケ ー ル を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 形 態 の 医 療 装 置 は 患 者 の 身 体 へ 挿 入 さ れ か つ 最 小 限 侵 襲 性 外 科 分 野 で 周 知 の 方 法 に
よ り タ ー ゲ ッ ト 領 域 へ 操 縦 さ れ る 。 挿 入 お よ び 操 縦 工 程 で 、 装 置 上 の セ ン サ １ ４ が 作 動 し
、 ま た は 医 療 装 置 の 時 期 尚 早 の 作 動 を 妨 害 す る こ と が 望 ま し い 場 合 に は 、 医 療 装 置 が タ ー
ゲ ッ ト 部 位 注 入 領 域 に 到 達 す る ま で そ の 作 動 が 阻 止 さ れ る 。 輸 送 時 に 作 動 を 阻 止 す る 思 案
例 と し て 、 操 縦 時 に 保 護 ス リ ー ブ に 医 療 装 置 を 入 れ て お き 、 そ の 後 に タ ー ゲ ッ ト 領 域 に 到
達 後 に 医 療 装 置 を 配 置 す る か 、 ま た は ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 を ト リ ガ ー す る セ ン サ か ら の
信 号 （ 電 気 イ ン パ ル ス 等 ） の 伝 送 を 阻 止 し 、 そ の 後 に タ ー ゲ ッ ト 領 域 に 到 達 し た な ら 信 号
送 信 を 可 能 に す る 方 法 等 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 セ ン サ １ ４ は 医 療 装 置 の 周 辺 の 所 定 環 境 状 態 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 こ の 形 態 に
お い て 、 治 療 物 質 を 血 管 へ 配 送 す る 場 合 に 、 セ ン サ は 差 圧 を 反 転 す る た め に 応 答 す る マ イ
ク ロ 機 械 装 置 で あ る 。 セ ン サ １ ４ が 医 療 装 置 の 外 側 の 所 定 低 圧 を 検 出 し た と き に 、 セ ン サ
は 治 療 物 質 を 解 放 す る た め に 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ （ 注 入 ポ ー ト ま た は 弁 ） を 開 放
す る 信 号 を 送 る 。 反 対 に 、 セ ン サ １ ４ が 医 療 装 置 の 外 部 の 高 圧 を 検 出 し た と き に は 、 注 入
ポ ー ト ま た は 弁 を 閉 鎖 維 持 し て 望 ま し く な い 領 域 へ の 注 入 を 阻 止 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 一 形 態 の セ ン サ １ ４ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ は 、 そ れ ぞ れ の ア ク チ ュ エ ー タ に リ ン
ク す る 特 定 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 こ の 形 態 に お い て 、 セ ン サ の 物 理 的 運 動 は ア ク チ ュ エ ー
タ １ ５ を 開 閉 さ せ る が 、 さ ま ざ ま な 出 力 を 伴 う 異 な る セ ン サ が ア ク チ ュ エ ー タ へ 送 ら れ た
電 気 信 号 を 作 動 ま た は 妨 害 す る た め に 役 立 つ 。 セ ン サ の 信 号 は 、 ま た 、 医 療 装 置 内 に 設 置
さ れ た 制 御 器 （ 図 示 せ ず ） ま た は 患 者 身 体 の 外 側 の 遠 隔 場 所 の 制 御 器 へ 送 ら れ る こ と が で
き 、 医 療 装 置 上 の 適 宜 ア ク チ ュ エ ー タ に 送 信 す る た め に 処 理 さ れ う る 。 こ の よ う に 、 セ ン
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サ は そ の 運 動 が 直 接 影 響 を 与 え る 機 械 要 素 ま た は 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ に 機 械 的 に リ ン
ク す る 機 械 要 素 を 含 ん で よ い が 、 こ れ ら の セ ン サ は 、 ま た 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 直 接 励 起 す
る か 、 ま た 医 療 装 置 上 ま た は 医 療 装 置 か ら 遠 隔 の 中 間 制 御 電 子 装 置 へ 信 号 を 送 り 、 そ し て
順 次 、 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ へ 信 号 を 送 る 電 気 イ ン パ ル ス を 発 生 し て よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 重 要 な こ と は 、 第 一 形 態 に お け る 複 数 の セ ン サ １ ４ お よ び 複 数 の ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ が
、 注 入 カ テ ー テ ル の 一 部 の 上 の ア ク チ ュ エ ー タ が セ ン サ の 一 方 の サ ブ セ ッ ト に 応 答 し 、 か
つ 注 入 カ テ ー テ ル の 他 の 部 の 上 の ア ク チ ュ エ ー タ が セ ン サ の 他 方 の サ ブ セ ッ ト に 応 答 す る
よ う に グ ル ー プ 化 さ れ て い る こ と で あ る 。 こ の よ う に 、 こ の 形 態 の 医 療 装 置 は 、 第 一 環 境
状 態 を 選 択 的 に 感 知 し か つ 注 入 が 所 望 さ れ る 医 療 装 置 の 周 辺 の 特 定 領 域 の み に 治 療 物 質 を
注 入 す る よ う に す る 能 力 を 有 し 、 か つ 図 ２ に 示 さ れ た よ う な 偏 心 傷 害 等 の 注 入 が 望 ま し く
な い 領 域 に 対 応 し 、 か つ 従 っ て ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 を 阻 止 す る 第 二 環 境 状 態 を 感 知 で き
る 。 こ の 選 択 的 作 動 お よ び 作 動 阻 止 の 特 徴 は 、 第 一 環 境 状 態 （ こ の 実 施 例 に お い て 、 差 圧
） を 検 出 す る た め の 圧 力 セ ン サ 、 お よ び 第 二 環 境 状 態 （ 例 え ば 傷 害 ） を 検 出 す る た め の 生
物 学 的 セ ン サ 等 の 二 つ の 異 な る タ イ プ の 感 知 器 の 使 用 に よ り 提 供 で き る 。 セ ン サ １ ４ お よ
び ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ は 、 更 に 、 セ ン サ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ の 数 量 の 一 対 一 の 対 応 を 必
要 と し な い サ ブ セ ッ ト に グ ル ー プ 化 さ れ 、 単 一 セ ン サ が 幾 つ か の ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 お
よ び 阻 止 を 制 御 す る と か 、 ま た は 単 一 ア ク チ ュ エ ー タ が 複 数 の セ ン サ の い ず れ か に よ り 作
動 す る よ う な 形 態 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に 使 用 さ れ る セ ン サ は 第 一 形 態 の 圧 力 セ ン サ に 限 定 さ れ な い 。 反 対 に 、 セ ン サ の
選 択 は 、 施 行 さ れ る 最 小 限 侵 襲 性 医 療 処 置 に よ り 決 定 さ れ る 。 例 え ば 、 医 療 装 置 が 、 図 ５
と 図 ６ に 示 さ れ た 事 例 の よ う に 、 柔 軟 組 織 と 硬 質 組 織 間 の 区 別 が 必 要 と さ れ る タ ー ゲ ッ ト
部 位 に 設 置 さ れ る 場 合 、 圧 力 セ ン サ が 採 用 さ れ て よ い 。 図 ５ は 、 所 定 レ ベ ル の 軸 方 向 の 力
お よ び ／ ま た は そ れ を 横 切 る 力 に 応 答 す る よ う に 調 整 さ れ た 接 触 感 知 プ ロ ー ブ を 具 備 し た
医 療 装 置 １ １ の 表 面 上 に 注 入 ノ ズ ル １ ６ を 示 す 。 図 ６ に お い て ノ ズ ル の 断 面 図 に 示 さ れ た
よ う に 、 感 知 プ ロ ー ブ １ ７ は バ ネ １ ８ に よ り ノ ズ ル 閉 鎖 位 置 に 付 勢 さ れ 、 そ の 力 は タ ー ゲ
ッ ト 環 境 に プ ロ ー ブ １ ７ の 応 答 を 合 わ せ る た め に 変 化 し て よ い 。 他 の 物 理 的 接 触 セ ン サ は
、 プ ロ ー ブ の 変 位 後 に 電 流 を 発 生 す る 圧 電 結 晶 に 付 設 さ れ た 感 知 プ ロ ー ブ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 採 用 さ れ る セ ン サ は 、 生 物 学 的 状 態 を 感 知 す る セ ン サ を 含 ん で よ い 。 例 え ば 、
無 傷 内 皮 の 存 在 を 検 出 す る た め に 窒 素 酸 化 物 を 検 出 す る セ ン サ が 使 用 で き 、 目 的 が 内 皮 細
胞 へ 治 療 物 質 を 発 射 す る こ と で あ る 場 合 に は 所 望 部 位 で 所 望 注 入 ま た は 注 射 を 精 確 に 行 わ
せ る た め に セ ン サ は ア ク チ ュ エ ー タ へ 信 号 を 送 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 生 物 学 的 状 態 の 検 出 を 採 用 す る 他 の セ ン サ が 同 様 に 使 用 で き る 。 マ ク ロ フ ァ ー ジ 多 傷 害
ま た は ス ム ー ス 細 胞 増 殖 領 域 を 検 出 す る た め に ｐ Ｈ を 検 出 す る セ ン サ が 使 用 で き 、 か つ 静
電 気 セ ン サ が カ ル シ ュ ウ ム 等 の 要 素 が 存 在 す る 領 域 を 確 認 す る た め に 使 用 で き る 。 同 様 に
、 疎 水 的 相 互 作 用 を 検 出 す る セ ン サ は 、 適 正 処 置 の た め に 脂 質 沈 殿 場 所 を 精 確 に 鑑 定 す る
。 生 物 学 的 セ ン サ が 、 内 皮 細 胞 イ ン テ グ リ ン 検 出 の た め に リ セ プ タ リ ガ ン ド に よ る セ ン サ
の コ ー テ ィ ン グ を 含 ん で よ く 、 こ の 場 合 、 細 胞 結 合 認 識 が 医 療 装 置 作 動 信 号 を 発 生 す る 。
ま た は 生 物 学 的 セ ン サ は 、 例 え ば 脂 質 関 連 ア テ ロ ー ム を 検 出 し て か か る 領 域 へ の 治 療 薬 の
配 送 を 阻 止 す る た め に 、 タ ー ゲ ッ ト と す る リ ボ タ ン パ ク 質 の た め に モ ノ ク ロ ナ ー ル 抗 体 に
よ る セ ン サ の コ ー テ ィ ン グ を 含 ん で よ い 。 他 の 非 心 臓 用 途 は 、 正 常 組 織 か ら 低 酸 素 症 組 織
を 識 別 す る た め に 癌 腫 瘍 の 治 療 に 酸 素 検 出 セ ン サ 、 癌 組 織 の 温 度 上 昇 の 検 出 の た め の 温 度
セ ン サ 、 お よ び 正 常 組 織 と 壊 死 組 織 間 の 生 物 機 械 的 差 異 を 検 出 す る た め に 、 原 子 力 顕 微 鏡
検 査 チ ッ プ 等 の 力 変 換 器 セ ン サ の 使 用 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 の タ イ プ の セ ン サ に 加 え て 、 他 の セ ン サ 技 術 が 本 発 明 に 有 利 に 利 用 で き 、 医 療 装 置
の 周 囲 面 １ ３ で 生 物 学 的 環 境 に 直 接 浸 入 す る こ と を 必 要 と し な い セ ン サ を 含 む 。 こ の タ イ
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プ の セ ン サ 例 と し て 、 異 常 低 血 流 ま た は 高 血 管 注 入 の 領 域 等 に お け る 温 度 差 を 検 出 す る た
め に 熱 セ ン サ が 使 用 で き る 。 こ れ ら の セ ン サ は 医 療 装 置 の 外 面 上 へ の 設 置 を 必 要 と し な い
。 こ れ ら の セ ン サ は 、 図 ７ に 示 さ れ た よ う に 選 択 に よ り 医 療 装 置 の 上 方 の 外 鞘 の 下 （ セ ン
サ １ ９ は 医 療 装 置 の 鞘 ２ ０ 下 の 破 線 に よ り 示 さ れ て い る ） 、 ま た は 医 療 装 置 そ れ 自 体 の 表
面 下 に 設 置 で き る 。 同 様 に 、 磁 石 は 、 注 射 ま た は 挿 入 さ れ た 磁 気 物 質 か ら 局 所 的 磁 気 異 常
を 検 出 す る た め に 使 用 で き 、 か つ 医 療 装 置 上 ま た は 医 療 装 置 の 表 面 下 に 設 置 で き 、 か つ 医
療 装 置 の 高 精 度 の 作 動 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 一 形 態 に お け る 複 数 の セ ン サ の ご と く 、 種 々 の ア ク チ ュ エ ー タ が 、 施 行 さ れ る 最 小 限
侵 襲 性 医 療 処 置 の 性 質 に 応 じ て 、 第 一 形 態 に お け る 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ １ ５ の 代 わ り
に 使 用 で き る 。 図 ８ に 示 さ れ た よ う に 、 医 療 装 置 １ １ は 注 射 針 配 置 ア ク チ ュ エ ー タ ２ １ を
装 備 し て よ く 、 こ れ は セ ン サ （ ま た は セ ン サ か ら の 信 号 に 応 答 す る 制 御 器 ） か ら 信 号 を 受
信 後 に 医 療 装 置 １ １ か ら タ ー ゲ ッ ト 組 織 へ 針 を 伸 張 さ せ て 治 療 剤 注 射 を 可 能 に す る 。 他 の
ア ク チ ュ エ ー タ と し て 図 ９ に 示 さ れ た よ う な 生 検 針 解 放 装 置 ２ ２ を 含 み 、 こ の 装 置 は サ ン
プ ル 採 取 の た め に 生 検 針 ２ ３ を 、 か つ 生 検 組 織 サ ン プ ル 採 取 の た め に 生 検 鉗 子 を 医 療 装 置
２ ４ か ら 生 検 タ ー ゲ ッ ト 領 域 へ 伸 張 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 第 二 形 態 は 図 １ ０ に 示 さ れ て い る 。 図 １ ０ に お い て 、 セ ン サ お よ び 医 療 装 置 ア
ク チ ュ エ ー タ は 取 り 付 け ス ペ ー ス お よ び 費 用 最 小 限 化 の た め に 結 合 さ れ て い る 。 こ の 形 態
に お い て 、 組 み 合 わ さ れ た セ ン サ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ の ユ ニ ッ ト ２ ５ は 医 療 装 置 ２ ６ 上
に 設 置 さ れ 、 医 療 装 置 は 第 一 形 態 と 同 様 に ル ー メ ン ２ ７ に 装 着 さ れ る 。 セ ン サ ／ ア ク チ ュ
エ ー タ の 組 合 せ ユ ニ ッ ト の 使 用 に よ り 実 現 さ れ る ス ペ ー ス 節 約 は 、 タ ー ゲ ッ ト 用 途 に 依 存
し て 、 医 療 装 置 を 最 適 に す る た め の 多 く の 選 択 を 医 療 装 置 設 計 者 に 提 供 す る 。 セ ン サ ／ ア
ク チ ュ エ ー タ の 組 合 せ ユ ニ ッ ト は 、 医 療 装 置 上 の セ ン サ お よ び ア ク チ ュ エ ー タ の 高 密 度 を
可 能 に し 、 そ の よ う に し て 所 望 さ れ る 注 入 場 所 と 所 望 さ れ な い 注 入 場 所 間 を 正 確 に 区 別 す
る た め の 医 療 装 置 の 能 力 を 向 上 さ せ る 。 か か る 高 レ ベ ル 区 別 が 必 要 と さ れ な い 場 合 で あ っ
て も 、 セ ン サ ／ ア ク チ ュ エ ー タ の 組 合 せ ユ ニ ッ ト の 低 価 格 は 、 適 宜 医 療 装 置 の 低 廉 構 築 を
可 能 に す る 。 選 択 的 に 、 相 対 的 に 小 さ い セ ン サ ／ ア ク チ ュ エ ー タ 組 合 せ ユ ニ ッ ト は 医 療 装
置 本 体 の 小 型 化 を 可 能 に し 、 そ れ に よ り 更 に 多 く の 最 小 限 侵 襲 性 医 療 処 置 の 有 用 性 を 改 善
す る 。 第 二 形 態 の 特 定 事 例 に お け る セ ン サ ／ ア ク チ ュ エ ー タ の 組 合 せ ユ ニ ッ ト は 、 セ ン サ
と 、 注 入 ポ ー ト か ら の 流 れ を 遮 断 す る 注 入 ポ ー ト カ バ ー と の 間 に 直 接 的 機 械 的 リ ン ク を 形
成 す る 接 触 セ ン サ で あ る 。 当 業 者 に 理 解 さ れ る よ う に 、 種 々 の タ イ プ の セ ン サ と ア ク チ ュ
エ ー タ と の 組 合 せ が 、 異 な る タ ー ゲ ッ ト 領 域 に 使 用 さ れ る 医 療 装 置 の 周 辺 の 異 な る 環 境 要
求 に 対 し て 、 上 述 の ユ ニ ッ ト と 置 換 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 第 三 形 態 は 図 １ １ に 概 略 的 に 示 さ れ て い る 。 こ の 形 態 に お い て 、 医 療 装 置 ２ ８
は ル ー メ ン ２ ９ に 装 着 さ れ た 膨 張 自 在 血 管 形 成 バ ル ー ン で あ る 。 医 療 装 置 ２ ８ は 当 業 界 に
周 知 の タ イ プ の 拡 張 自 在 膜 ３ ０ 、 お よ び ル ー メ ン ２ ９ 内 で 内 ル ー メ ン ３ ２ へ の 膨 張 流 体 の
浸 入 を 制 御 す る 血 管 形 成 バ ル ー ン の 表 面 下 の セ ン サ と ア ク チ ュ エ ー タ の 組 合 せ ユ ニ ッ ト ３
１ を 含 む 。 こ の 形 態 に お い て 、 セ ン サ ／ ア ク チ ュ エ ー タ 組 合 せ ユ ニ ッ ト ３ １ の プ ロ ー ブ が
タ ー ゲ ッ ト 領 域 と の 接 触 に よ り 押 し 込 ま れ る と き に 、 セ ン サ ／ ア ク チ ュ エ ー タ 組 合 せ ユ ニ
ッ ト ３ １ の ポ ー ト カ バ ー 部 は 内 ル ー メ ン ３ ２ の 先 端 を 露 出 さ せ 、 そ れ に よ り バ ル ー ン ２ ８
へ の 膨 張 ガ ス ま た は 流 体 の 導 入 を 可 能 に す る 。 バ ル ー ン 拡 張 処 置 の 終 了 後 に 、 セ ン サ ／ ア
ク チ ュ エ ー タ 組 合 せ ユ ニ ッ ト ３ １ が 閉 鎖 位 置 に 復 帰 す る ま で 膨 張 流 体 は 内 ル ー メ ン ３ ２ の
露 出 先 端 か ら 放 出 さ れ 、 そ れ に よ り バ ル ー ン を 充 分 に 接 触 さ せ て 患 者 か ら の 取 り 外 し を 可
能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 形 態 の ご と く 、 第 三 形 態 に 採 用 さ れ る 特 定 セ ン サ ／ ア ク チ ュ エ ー タ 組 合 せ ユ ニ ッ ト
は 図 １ １ に 示 さ れ た プ ロ ー ブ と ポ ー ト カ バ ー の 組 合 せ に 限 定 さ れ ず 、 そ れ に 代 え て 、 所 定
生 物 学 的 環 境 を 検 出 す る た め に バ ル ー ン の 外 面 に 装 着 さ れ る 生 物 学 的 セ ン サ 、 分 割 膨 張 室
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の 個 別 膨 張 を 可 能 に す る た め の 分 離 セ ン サ と ア ク チ ュ エ ー タ 、 お よ び 電 気 コ ネ ク タ ま た は
中 間 制 御 器 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て セ ン サ へ 連 結 さ れ た だ け の 分 離 ア ク チ ュ エ ー タ を 含 ん で
よ い 。 更 に 、 こ の 形 態 の 医 療 装 置 ２ ６ は 、 バ ル ー ン の 膨 張 が 終 了 す る と き を （ 例 え ば バ ル
ー ン と タ ー ゲ ッ ト 部 位 間 の 接 触 圧 力 が 限 界 に 達 し た と き ） 自 発 的 に 決 定 し か つ 閉 鎖 ま た は
膨 張 流 体 の 流 れ を 中 止 す る よ う に ア ク チ ュ エ ー タ へ 命 令 す る 信 号 を 発 生 す る 第 二 環 境 状 態
に 対 応 す る 第 二 セ ン サ を 装 備 し て よ い 。 更 に 、 こ の 形 態 の 膨 張 自 在 バ ル ー ン 装 置 は 、 医 療
装 置 付 近 の 環 境 状 態 に 対 す る セ ン サ の 露 出 が 未 膨 張 バ ル ー ン 上 へ の 拡 張 可 能 ス テ ン ト の 設
置 に よ っ て 妨 害 さ れ な い 限 り 、 拡 張 可 能 ス テ ン ト （ コ ー テ ィ ン グ を 有 す る ま た は 有 し な い
） の た め の 拡 張 バ ル ー ン と し て 使 用 で き る 。 こ の 問 題 は 、 未 拡 張 ス テ ン ト の 下 で な い 領 域
で （ 例 え ば ル ー メ ン 端 、 ま た は バ ル ー ン の 先 端 近 く で ） バ ル ー ン 上 に 、 ま た は タ ー ゲ ッ ト
部 位 に 直 接 露 出 し た ス テ ン ト の 外 面 上 に 、 も し く は 未 膨 張 ス テ ン ト 上 方 の 保 護 鞘 下 の い ず
れ か に セ ン サ を 設 置 す る こ と に よ っ て 解 決 さ れ 得 る 。 こ の 後 者 の 場 合 、 セ ン サ は バ ル ー ン
が 収 縮 す る と き に バ ル ー ン か ら そ れ 自 体 解 放 で き る 要 素 を 装 備 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 、 更 に 、 最 小 限 侵 襲 性 外 科 処 置 を 遂 行 す る た め に 上 述 の 装 置 を 使 用 す る た め の
方 法 に 関 す る 。 こ の 方 法 の 第 一 工 程 と し て 、 医 師 は 、 患 者 内 の タ ー ゲ ッ ト 部 位 の 少 な く と
も 一 つ の 所 定 環 境 状 態 を 検 出 す る よ う に 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の セ ン サ 、 お よ び 所 定
環 境 状 態 の 検 出 後 に 所 望 医 療 処 置 の 施 行 を 開 始 す る よ う に 構 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の ア
ク チ ュ エ ー タ を 装 備 し か つ ル ー メ ン に 装 着 さ れ た 医 療 装 置 を 患 者 へ 挿 入 す る 。 医 師 は 、 周
知 の 最 小 限 侵 襲 性 外 科 技 術 に よ り 患 者 身 体 内 の 所 望 場 所 へ 医 療 装 置 お よ び ル ー メ ン を 操 縦
す る 。 タ ー ゲ ッ ト 部 位 の 周 辺 に 達 し た な ら ば 、 医 師 は 少 な く と も 一 つ の セ ン サ が 医 療 装 置
に 隣 接 す る 所 定 環 境 状 態 を 検 出 す る ま で 、 医 療 装 置 を 移 動 さ せ る 。 所 定 環 境 状 態 の 一 つ の
検 出 に 基 づ い て 、 セ ン サ は 少 な く と も 一 つ の 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ を 作 動 さ せ る た め に
使 用 さ れ る 信 号 を 発 生 し 、 か つ そ れ に よ り 医 療 装 置 に よ る 最 小 限 侵 襲 性 医 療 処 置 の 実 行 を
開 始 す る 。 所 望 処 置 の 実 行 に 続 い て 、 ル ー メ ン お よ び 医 療 装 置 は 患 者 か ら 取 り 外 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 述 方 法 の 使 用 時 に 、 少 な く と も 一 つ の 他 の セ ン サ を 医 療 装 置 に 隣 接 す る 第 二 の 所 定 環
境 状 態 を 検 出 す る よ う に し 、 か つ 第 二 の 所 定 環 境 状 態 が 検 出 さ れ る 場 合 に 、 少 な く と も 一
つ の 他 の セ ン サ が 望 ま れ な い 場 所 で 最 小 限 侵 襲 性 医 療 処 置 の 実 行 を 阻 止 す る た め に 少 な く
と も 一 つ の 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ の 作 動 を 禁 止 す る 信 号 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 、 医 療 装 置 は 、 保 護 鞘 下 に 封 入 す る 等 に よ り 少 な く と も 一 つ の セ ン サ が 作 動 し な い
ま た は 抑 制 さ れ る こ と を 確 実 に し て 、 医 療 装 置 が 患 者 身 体 内 の タ ー ゲ ッ ト 場 所 に 達 す る 前
に 不 本 意 に 作 動 し な い こ と を 確 実 に す る 。 医 療 装 置 が そ の よ う に 構 成 さ れ る 場 合 に は 、 少
な く と も 一 つ の セ ン サ を 作 動 さ せ ま た は 自 由 に す る 付 加 的 工 程 は 、 医 療 装 置 が 患 者 内 の タ
ー ゲ ッ ト 部 位 に 達 し た と き に 、 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 の 方 法 は 、 複 数 の セ ン サ お よ び 複 数 の 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ を 装 備 し た 本 発 明 の
医 療 装 置 を 使 用 す る こ と に よ り 遂 行 さ れ 、 か つ そ の よ う に 構 成 さ れ る 場 合 に 、 本 発 明 の 方
法 の 使 用 は 、 複 数 の 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ の サ ブ セ ッ ト の 作 動 ま た は 抑 制 の た め に い ず
れ か の 信 号 を 送 る 複 数 の セ ン サ の サ ブ セ ッ ト に よ る 高 精 密 か つ 選 択 的 方 法 に お い て 、 所 望
最 小 限 侵 襲 性 医 療 処 置 の 遂 行 を 可 能 に す る 。 そ の よ う に 、 本 発 明 に よ る 方 法 の 使 用 は 、 治
療 剤 の 極 め て 局 所 的 か つ 制 御 さ れ た 配 送 、 ま た は バ ル ー ン カ テ ー テ ル お よ び 生 検 鉗 子 等 の
医 療 装 置 の 、 最 小 限 侵 襲 性 医 療 処 置 時 に 患 者 内 の タ ー ゲ ッ ト 部 位 に お け る 、 高 精 度 の 作 動
を 可 能 に し 、 他 方 で 、 脆 弱 周 囲 組 織 の 摂 動 を 最 小 限 限 に す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 は 現 在 好 適 と 考 え ら れ る 形 態 を 参 照 し て 説 明 さ れ た が 、 本 発 明 は 開 示 の 形
態 ま た は 構 成 に 限 定 さ れ る も の で な い こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 反 対 に は 、 本 発 明 は
、 医 療 装 置 の 自 発 的 起 動 の 改 善 が 予 測 さ れ る 最 小 限 侵 襲 性 外 科 分 野 に お け る 他 の 用 途 を 含
む 種 々 の 改 変 お よ び 均 等 の 構 成 に 及 ぶ こ と が 意 図 さ れ て い る 。 更 に 、 開 示 さ れ た 本 発 明 の
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種 々 の 形 態 が 例 示 と し て の 組 合 せ お よ び 構 成 で 説 明 か つ ／ ま た は 示 さ れ て い る が 、 そ れ 以
上 、 そ れ 以 下 、 ま た は 単 一 形 態 を 含 む 他 の 組 合 せ お よ び 構 成 が 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 に
属 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 治 療 物 質 注 入 処 置 を 施 行 す る た め に 血 管 内 で の 使 用 を 示 す 注 入 装 置 の 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 血 管 形 成 処 置 時 に 動 脈 損 傷 の 存 在 下 で 連 続 注 入 お よ び 不 連 続 注 入 す る 領 域 を 示 す
動 脈 管 内 に お け る 当 分 野 で 周 知 型 の 血 管 形 成 バ ル ー ン の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 一 形 態 の 医 療 装 置 の 側 面 図 で あ り 、 医 療 装 置 の 周 面 上 の 複 数 の セ ン サ
お よ び 複 数 の 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ を 概 略 的 に 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 医 療 装 置 の 概 略 端 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 一 形 態 の 医 療 装 置 の 側 面 図 で あ り 、 医 療 装 置 の 外 面 に 付 設 さ れ た 複 数
の 圧 力 感 知 セ ン サ お よ び 注 入 ポ ー ト を 示 す 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 一 形 態 の 医 療 装 置 の 外 周 面 の 断 面 図 で あ り 、 医 療 装 置 の 外 面 に 装 着 さ
れ た 複 数 の セ ン サ と ア ク チ ュ エ ー タ 注 入 針 装 置 と の 組 み 合 わ せ を 示 す 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 一 形 態 の 医 療 装 置 の 側 面 図 で あ り 、 医 療 装 置 の 外 周 面 上 の 鞘 下 の 複 数
の セ ン サ を 概 略 的 に 示 す 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 一 形 態 の 医 療 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 医 療 装 置 の 外 周 面 下 の 配 置 可 能 注
射 針 を 含 む 医 療 装 置 ア ク チ ュ エ ー タ を 示 す 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 医 療 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 針 解 放 ア ク チ ュ エ ー タ に よ り 着 脱 自 在 に 保 持
さ れ た 配 置 可 能 針 を 先 端 に 付 け た 内 ル ー メ ン を 有 す る カ テ ー テ ル を 概 略 的 に 示 す 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 二 形 態 の 側 面 図 で あ り 、 医 療 装 置 の 外 面 に 装 着 さ れ た セ ン サ と ア ク
チ ュ エ ー タ ユ ニ ッ ト と の 組 み 合 わ せ を 装 備 し た 医 療 装 置 を 示 す 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 三 形 態 の 側 面 図 で あ り 、 膨 張 自 在 バ ル ー ン 、 お よ び セ ン サ と 膨 張 ポ
ー ト の 作 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー タ と の 組 み 合 わ せ を 備 え た バ ル ー ン カ テ ー テ ル 医 療 装
置 を 概 略 的 に 示 す 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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